
氏名 大田　壮一郎

平　成　26　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

　日本史研究会　大阪歴史学会　仏教史学会　中世史研究会　鎌倉遺文研究会

　室町幕府の宗教政策　室町期における中央と地域寺社　中世南都の研究

学部担当科目

・史学研究法
・日本史講読Ⅰ
・日本史講読Ⅱ
・日本史演習Ⅰ
・日本史演習Ⅱ
・日本史特殊講義（六）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・
・
・
・

授業科目

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

・学会における活動：仏教史学会　委員
・市民講座：箕面シニア塾「瀧安寺大般若経にみる箕面の歴史と信仰」（於　箕面市グリーンホー
ル　平成26年7月14日）
・市民講座：ならまちナイトスクーリング「中世の南都」（於 奈良市ならまちセンター市民ホール　平
成27年2月28日）

　大阪大学大学院　文学研究科　博士後期課程　修了

　博士（文学）

　日本中世史　日本宗教史

最終学歴

　【研究上の特記事項】
・平成２６年度～平成２９年度　科学研究費（基盤研究（Ｂ））研究課題：「中世後期守護創建禅院
の基礎的研究―国菩提寺と京菩提寺」研究代表者：早島大祐（京都女子大学）、研究分担者

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・通信教育部委員会委員　就職委員会委員　情報処理センター運営委員
・各種入試面接・出題委員
・城郭研究会顧問

専門分野

通信教育部担当科目

・史学演習Ⅰ
・
・
・



単

単

単

単

単

⑤

（その他）

平成26年10月

日本宗教史懇話会編『日本宗教史研
究の軌跡と展望』　167-168頁

『史学雑誌』第123編7号、129-130頁

⑤

④

③

（学会発表）

①《サマーセミナー》ノススメ

①中世後期の「王法」と寺社勢
力
―中世国家史と近世国家史の
架橋のために―

②室町期の地方寺社と中央の
関係―西国の状況を俯瞰する
―

就実大学吉備地方文
化研究所歴史シンポジ
ウム

②新刊紹介　奈良文化財研究
所編『仁和寺史料　古文書編
一』

①中世仏教史の〈分水嶺〉―ポ
スト「顕密体制」を探る

②

②

③

④

研究業績[著書、学術論文等]

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

法政大学出版局平成27年2月
荒武賢一朗・太田光俊・木下光生編
『日本史学のフロンティア２』  73-106頁

岩田書院

史学会

平成26年8月

平成26年7月

近世の宗教と社会研
究会

平成26年7月


